
I N F O R M A T I O N

く
ら
し
の
情
報

大
規
模
土
地
取
引
は
届
け
出
を

　

10
月
１
日
㈯
は
土
地
の
日
、
10
月

は
土
地
月
間
。
一
定
面
積
以
上
の
土

地
取
引
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
契
約

日
か
ら
14
日
以
内
に
市
役
所
都
市
計

画
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。
忘
れ

ず
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
必
要
な
面
積
＝
市
街
化
区

域
は
２
，
０
０
０
平
方
㍍
以
上
、
市

街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内

は
５
，
０
０
０
平
方
㍍
以
上
、
都
市

計
画
区
域
外
は
１
万
平
方
㍍
以
上

■問
都
市
計
画
課
☎
０
２
７
│
８
９
８

―
６
９
４
３

□
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　

土
地
・
建
物
価
格
や
地
代
、
家
賃

な
ど
の
相
談
が
無
料
で
で
き
ま
す
。

日
時
＝
10
月
５
日
㈬
午
前
10
時
〜
午

後
３
時　

会
場
＝
市
役
所
３
階
31
会
議
室

■問
県
地
域
政
策
課
☎
０
２
７
│
２
２

６
―
２
３
６
６

秋
の
彼
岸
に
嶺
公
園
行
バ
ス
増
発

　

９
月
19
日
㈪
か
ら
25
日
㈰
ま
で
、

嶺
公
園
行
き
の
臨
時
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。
定
期
運
行
に
加
え
て
、
下
表

し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
本
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
建
築
物
な
ど
＝
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
旅
館
か
ホ
テ
ル
①
地
階

か
３
階
以
上
で
、
そ
の
用
途
に
供
す

る
部
分
が
１
０
０
平
方
㍍
以
上
②
そ

の
用
途
に
供
す
る
２
階
部
分
の
床
面

積
の
合
計
が
３
０
０
平
方
㍍
以
上

■問
建
築
指
導
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
７
５
２

地
域
で
中
学
生
が
職
場
体
験

　

市
立
中
学
校
の
２
年
生
が
市
内
の

事
業
所
で
職
場
体
験
を
す
る
「
ま
え

ば
し
キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ

ー
ク
」
を
実
施
。
こ
れ
は
将
来
の
自

分
に
必
要
な
こ
と
を
考
え
た
り
、
こ

れ
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
っ
た
り
す

る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

受
け
入
れ
事
業
所
に
と
っ
て
は
、
真

剣
に
取
り
組
む
中
学
生
の
存
在
が
良

い
刺
激
に
。
本
年
度
は
、
約
３
，
０

０
０
人
が
職
場
体
験
を
予
定
。
活
動

中
の
元
気
な
中
学
生
を
見
掛
け
た
ら
、

応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

□
受
け
入
れ
事
業
所
を
募
集

　

職
場
体
験
活
動
に
協
力
し
て
も
ら

え
る
事
業
所
を
募
集
。
詳
し
く
は
本

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
学
校
教
育
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
５
８
６
４

の
と
お
り
増
発
。
料
金
は
Ｊ
Ｒ
前
橋

駅
北
口
か
ら
嶺
公
園
ま
で
、
片
道
５

５
０
円
で
す
。

■問
嶺
公
園
事
務
所
☎
０
２
７
―
２
６

９
―
３
８
３
８

万
が
一
の
た
め
の
保
護
計
画

　

本
市
で
は
、
平
成
18
年
に
「
前
橋

市
国
民
保
護
計
画
」
を
策
定
。
日
本

に
対
す
る
武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ

な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
職
員
の
参

集
体
制
や
市
民
へ
の
警
報
伝
達
、
避

難
誘
導
、
救
援
な
ど
の
仕
組
み
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。
武
力
攻
撃
な
ど
が

発
生
し
た
地
域
に
は
、
防
災
行
政
無

線
で
警
報
を
放
送
。
詳
し
く
は
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
危
機
管
理
室
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
５
９
３
５

特
殊
建
築
物
は
定
期
報
告
が
必
要

　

大
勢
の
人
が
利
用
す
る
特
殊
建
築

物
は
、
そ
の
状
態
を
定
期
的
に
調
査

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
に
該
当

す
る
建
築
物
の
所
有
者
か
管
理
者
は
、

資
格
の
あ
る
専
門
家
に
調
査
を
依
頼

し
、
定
期
報
告
書
を
10
月
３
日
㈪
か

ら
11
月
30
日
㈬
ま
で
に
市
役
所
建
築

指
導
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳

赤
城
少
年
自
然
の
家

☎
０
２
７
―
２
８
７
―
８
２
２
７

　

自
然
を
満
喫
す
る
「
か
ら
っ
か
ぜ

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催
。
赤
城
山

の
自
然
や
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

期
日
＝
〈
ハ
イ
キ
ン
グ
＆
ツ
リ
ー
イ

ン
グ
〉
10
月
10
日
㈪
〈
登
山
＆
ワ
ン

バ
ー
ナ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
〉
10
月
15
日
㈯

対
象
＝
４
歳
以
上
、
先
着
各
24
人

費
用
＝
各
３
，
５
０
０
円
（
中
学
生

以
下
は
各
３
，
２
０
０
円
）

■申
同
館
へ

市
有
施
設
を
案
内
し
ま
す

　

市
有
施
設
見
学
会
を
開
催
。
①
個

人
向
け
と
、
②
生
涯
学
習
な
ど
に
生

か
せ
る
団
体
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

団
体
コ
ー
ス
は
市
有
バ
ス
で
移
動
、

ア
ー
ツ
前
橋
の
見
学
に
は
観
覧
料
４

０
０
円
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
る
か
本
市
ホ
ー
ム
ペ
―
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス
・
日
時
な
ど
＝
左
上
表
の
と

お
り

集
合
場
所
＝
①
は
現
地
集
合
②
は
抽

選
後
に
相
談

対
象
＝
①
は
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、

先
着
30
人
②
は
自
治
会
や
学
習
グ
ル

ー
プ
な
ど
の
市
内
で
活
動
す
る
20
〜

35
人
の
団
体
、
各
１
団
体
（
抽
選
）

申
込
書
の
配
布
＝
市
役
所
市
政
発
信

課
で
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

■申
10
月
５
日
㈬
ま
で
に
①
は
同
課
☎

０
２
７
―
８
９
８
―
６
６
４
４
へ
②

は
申
込
書
に
記
入
し
、
同
課
へ
郵
送
で

楽
し
い
カ
フ
ェ
で
認
知
症
考
え
る

　

お
茶
や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な

が
ら
、
認
知
症
や
そ
の
支
援
を
考
え

る
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
17
日
㈪
午
後
１
時
〜
３
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
市
内
在
住
で
認
知
症
の
人
や

家
族
、
認
知
症
支
援
に
関
心
の
あ
る

人
、
先
着
30
人

■申
介
護
高
齢
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
１
３
３
へ

を
記
入
し
、
〒
３
７
１
―
０
０
１
３

西
片
貝
町
五
丁
目
８
・
児
童
文
化
セ

ン
タ
ー
「
太
陽
電
池
を
つ
く
ろ
う
係
」
へ

□
赤
城
山
自
然
体
験
活
動
「
親
子
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
」

日
時
＝
10
月
23
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
２
時

集
合
場
所
＝
赤
城
少
年
自
然
の
家
（
富

士
見
町
赤
城
山
）

対
象
＝
小
１
〜
小
４
と
保
護
者
、
先

着
10
組

■申
10
月
12
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
組
１
通
）。
住
所
・

親
子
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
学
年
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
―

０
８
４
５
鳥
羽
町
26
―
１
・
ぐ
ん
ま

山
森
自
然
楽
校
「
親
子
で
体
験
係
」
へ

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
２
４
│
２
５
４
８

□
未
来
の
科
学
の
夢
絵
画
展
・
発
明

考
案
展

期
日
＝
９
月
30
日
㈮
〜
10
月
２
日
㈰

□
太
陽
電
池
を
つ
く
ろ
う

日
時
＝
10
月
15
日
㈯
午
後
１
時
〜
３

時
30
分

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
学
の
小
３
〜

小
６
、
20
人
（
抽
選
）

費
用
＝
３
０
０
円

■申
10
月
１
日
㈯
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
通
）。
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
学
校
名
・

学
年
・
電
話
番
号
・
保
護
者
の
氏
名

ようこそ
市長室へ

HP

　「統合で学校が遠くなった児童への、路線
バスの運賃補助を今後どうするか」と教育
委員会から相談されました。
　この学校だけの課題なら解決は簡単です
が、遠くから通う児童は前橋中にいます。
「全ての子どもに平等な制度を作りたい。し
かし通学用バスを運行するには大きな予算
がかかる」と教委は悩んでいます。交通政
策として市を挙げて取り組むべき課題を教
委に押し付けていたと反省しています。
　通学にも高齢者にも便利な交通手段を提
供する知恵と力は、セクショナリズムと因
習を改めることから生まれ
ます。それは私の責任です。

嶺公園行き臨時バス時刻表（増発分のみ）

運行日 お彼岸期間中全日 土日曜・
祝日のみ

停留所 通過予定時刻

嶺
公
園
行

前橋駅 7:10 9:00 11:10 13:25 15:19

坂下 7:12 9:02 11:12 13:27 15:21

中央駅 7:13 9:03 11:13 13:28 15:22

県民会館前 7:15 9:05 11:15 13:30 15:24

附属小前 7:16 9:06 11:16 13:31 15:25

若宮十字路 7:18 9:08 11:18 13:33 15:27

県営住宅前 7:22 9:12 11:22 13:37 15:31

小神明三叉路 7:24 9:14 11:24 13:39 15:33

勝沢十字路 7:26 9:16 11:26 13:41 15:35

嶺公民館前 7:29 9:19 11:29 13:44 15:38

嶺公園管理事
務所 7:34 9:24 11:34 13:49 15:43

嶺公園 7:40 9:30 11:40 13:55 15:49

前
橋
駅
行

嶺公園 8:15 10:05 12:00 14:05 15:55

中央駅 8:36 10:26 12:21 14:26 16:16

前橋駅 8:45 10:35 12:30 14:35 16:25

市有施設見学会

対象 テーマ・日時 見学場所

①個人
〈秋のばらフェスタ〉

10月27日㈭午前10時～11時
敷島公園ばら園

②団体

〈第7回文学・芸術の世

界〉11月11日㈮ 午前９時

～正午

前橋文学館

アーツ前橋

〈第８回総社地区の歴史

を訪ねる〉11月22日㈫

総社歴史資料館や

蛇穴山古墳など
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